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＜概要＞ 

（１）調査内容                             （２）回収状況と属性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

・調査対象           

18歳以上の下野市民 2,000人 
（男性 1,000人、女性 1,000人） 
 

・調査方法          

  郵送による配布・回収 
 
・調査期間           

平成 19年 1月 19日から 
平成 19年 2月 5日 

 

・回収状況           
配布数    2,000  
回収票数    779  
回収率    39.0％ 
 

・回答者の属性 
性別(n=779) 

 
 
 
 
 
 
 

 
年齢(n=779) 

 

44.4%

54.0%

1.5%

男性 女性 無回答

11.0%

18.4%

19.0%20.7%

16.8%

12.6%
1.5%

29歳以下 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 無回答

・調査項目 

Ａ 就労について 
問１ 仕事への従事 
問２ 女性が仕事を持つことに対する考え方 
問３ 女性の能力発揮のための環境づくり 

Ｂ 生活全般について 
問４ 家庭における家事の役割分担 
問５ 子どもの育て方についての考え 
問６ 子育てにおける父親と母親の違い 
問７ 育児休業・介護休業の取得 
問８ 男性、女性ともに家事等に参加するための 

環境づくり    
Ｃ 男女が安心で健康に暮らせる環境 
問９ ドメスティック・バイオレンス（DV）の認識 
問１０ ドメスティック・バイオレンスの経験等 
問１１ ドメスティック・バイオレンス防止のため 

の取り組み 
Ｄ 男女共同参画に対する意識 
問１２ 「夫は働き、妻は家庭」という考え方に対する考え 
問１３ 男女共同参画に関わる言葉等の認知度 

Ｅ 市（行政）に要望する施策 
問１４ 市に相談したいこと 
問１５ 男女共同参画社会形成のため市（行政） 

のすべきこと 
Ｆ 属性 
G 自由回答 
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9.4

12.4

7.1

21.7

26.3

40.2

37.0

43.2

12.4

18.5

9.5

11.6

2.3

18.1

15.9 10.8 2.1

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=779)

男性(n=346)

女性(n=421)

賛成である どちらかといえば賛成である

どちらとも言えない どちらかと言えば反対である

反対である 無回答

 

＜下野市男女共同参画に関する課題について＞ 

（１）男女共同参画への意識改革 

・「夫は働き、妻は家庭」に対し、賛成が男性に多い。      

 
 
 
                                         
 
 
 
 
 
 

・女性が仕事を持つことに対して、男女間に意識の差はほとんどない。 

 
 
 
 
 
 

6.0

6.6

5.2

6.7

6.1

44.0

45.4

43.0

9.2

10.5

19.4

18.1

1.2

11.2

10.7

11.6

2.8

3.86.9

9.8 18.5 1.0

1.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=779)

男性(n=346)

女性(n=421)

結婚するまでは仕事を持つほうがよい
子どもができるまでは仕事を持つほうがよい
子どもができたらやめ、大きくなったら再び仕事を持つほうがよい
子どもができたらパートなどに切り替えるほうがよい

子どもができてもフルタイムで仕事を続けるほうがよい
女性は仕事を持たないほうがよい
その他

無回答

 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」

という考え方をどう思うか質問したところ、全

体では、賛成の割合が31.1%に対し、反対の割

合が26.7%であり、賛成の意見が上回っている。 

 男女別にみると、男性では「賛成」が38.7%、

「反対」が21.9%で、「賛成」が16.8ポイント上

回っている。女性では「賛成」が25.2%、「反対」

が30.1%で、「反対」が4.9ポイント上回ってい

る。 

男性と女性では考え方が違っており、女性の

ほうが男女共同参画に対する意識が高いとい

える。 

 女性が仕事を持つことについてどう思うか

という質問に対し、子どもの成長過程におい

て、子どもが小さい間は子育てを優先すべきと

の回答が半数近くを占めるなか、子育てと仕事

の両立を図るべきとの回答も約2割を占めてい

る。 

 男女の回答傾向はほとんど変わらないこと

から、男女間に意識の差はあまりないと考えら

れる。  
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・男女共同参画に関連する用語の認知度は男性のほうが高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10.3

4.9

25.4

7.8

20.0

9.8

26.1

12.5

16.9

35.6

37.6

22.8

35.0

28.2

39.2

37.7

5.3

32.3

13.5

7.3

6.2

7.8

6.830.8

39.7

40.3

5.8

22.7

6.3

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）男女共同参画社会(n=779)

（２）男女共同参画社会基本法(n=779)

（３）男女雇用機会均等法(n=779)

（４）女子差別撤廃条約(n=779)

（５）育児・介護休業法(n=779)

（６）配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護に関する法律(n=779)

よく知っている

多少は内容（中身）を知っている

名称（言葉）は聞いたことがある

まったく知らない

無回答

＜全体＞

13.9

6.6

31.5

7.8

21.7

11.6

30.1

14.5

19.4

31.5

38.7

18.8

34.1

28.3

38.4

33.2

4.0

32.1

13.9

6.9

5.8

6.6

6.4

39.9

37.6

29.8

19.7

6.4

4.9

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）男女共同参画社会(n=346)

（２）男女共同参画社会基本法(n=346)

（３）男女雇用機会均等法(n=346)

（４）女子差別撤廃条約(n=346)

（５）育児・介護休業法(n=346)

（６）配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護に関する法律(n=346)

よく知っている

多少は内容（中身）を知っている

名称（言葉）は聞いたことがある

まったく知らない

無回答

＜男性＞

7.1

3.1

20.4

7.6

18.5

7.8

23.3

10.9

15.2

38.7

36.8

26.4

35.6

28.3

39.9

41.3

6.2

32.5

13.1

7.8

6.7

9.0

7.4

40.4

41.3

31.8

24.9

5.2

5.9

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）男女共同参画社会(n=421)

（２）男女共同参画社会基本法(n=421)

（３）男女雇用機会均等法(n=421)

（４）女子差別撤廃条約(n=421)

（５）育児・介護休業法(n=421)

（６）配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護に関する法律(n=421)

よく知っている

多少は内容（中身）を知っている

名称（言葉）は聞いたことがある

まったく知らない

無回答

＜女性＞

 男女共同参画に関する言葉や内容を知っているか質

問したところ、内容に対する認知度は、「男女雇用機会

均等法」についての認知度が最も高く、次いで「育児・

介護休業法」、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の

保護に関する法律」、「男女共同参画社会」の順となっ

ている。 

 男性では、「男女雇用機会均等法」についての認知度

が最も高く（71.4%）、次いで「育児・介護休業法」

（59.3%）、「男女共同参画社会」（44.0%）、「配偶者から

の暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」（41.4%）

となっており、育児・介護休業法を除き、全体よりも

認知度が高い。 

 女性では、「男女雇用機会均等法」についての認知度

が最も高く（60.8%）、次いで「育児・介護休業法」

（59.8%）、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護

に関する法律」（39.6%）となっており、男女共同参画

に関連する用語に対する認知度は男性と比して低く、

「男女共同参画社会」については10ポイント以上の差

がみられる。 

 前ページのグラフ（「夫は働き、妻は家庭」に対する

考え方）との比較により、男性は男女共同参画の認知

度が女性に比して高いものの、男女共同参画に対する

意識は女性に比して低いといえる。 
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（２）人権の尊重と意識改革 
 

・子どもの育て方は、男性で「男らしく、女らしく」のジェンダー観が強い。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

35.8

26.3

44.2

15.1

20.5

47.1

52.3

42.8 2.410.7

0.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=779)

男性(n=346)

女性(n=421)

女も経済的自立が、男も家事ができるように育てるのがよい

男の子は男らしく、女の子は女らしくしつけるのがよい

男女関係なく、子どもの個性に応じて育てるのがよい

無回答

 子どもの育て方の方針について質問したと

ころ、「男女関係なく、子どもの個性に応じて

育てるのがよい」との回答がもっとも多く、次

いで「女の子も経済的自立が、男の子も家事が

できるように育てるのがよい」、「男の子は男ら

しく、女の子は女らしくしつけるのがよい」の

順であり、「男らしく、女らしく」といったジ

ェンダー観は相対的に少ない。 

 男女別にみると、「男の子は男らしく、女の

子は女らしくしつけるのがよい」の回答割合が

男性で高いことから、女性のほうが男女共同参

画の意識が高く、男女平等教育の推進に対する

意識が高いといえる。 
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 ・ドメスティック・バイオレンスは、精神的暴力の認識が低く、認知度は男性のほうが高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

67.7

56.6

39.7

40.2

4.4

18.1

28.9

41.8

29.8

44.8

44.8

10.9

14.2

14.5

15.7

14.8

15.5

15.0

42.5

55.5

84.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）殴る、蹴る、物を投げつける(n=779)

（２）殴るそぶりや物を投げるそぶりをして脅す
(n=779)

（３）「誰に食わせてもらっているんだ」などと言う
(n=779)

（４）避妊に協力しない(n=779)

（５）生活費を渡さない(n=779)

（６）働きに行かせない(n=779)

（７）外出や電話を細かくチェックする(n=779)

ＤＶだと知っている ＤＶだと知らなかった 無回答

＜全体＞

62.2

51.5

33.3

34.9

4.5

21.6

32.1

45.6

33.0

48.5

48.2

12.6

16.2

16.4

17.8

16.6

18.3

16.9

82.9

50.4

36.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）殴る、蹴る、物を投げつける(n=421)

（２）殴るそぶりや物を投げるそぶりをして脅す
(n=421)

（３）「誰に食わせてもらっているんだ」などと言う
(n=421)

（４）避妊に協力しない(n=421)

（５）生活費を渡さない(n=421)

（６）働きに行かせない(n=421)

（７）外出や電話を細かくチェックする(n=421)

ＤＶだと知っている ＤＶだと知らなかった 無回答

＜女性＞

 ドメスティック・バイオレンスにあたる行為

についてどの程度知っているか質問したとこ

ろ、身体的暴力については過半数が認識してい

るが、避妊の協力や、精神的暴力については、

過半数に達していない。 

 男女を比較すると、すべての項目で男性が女

性より認識率が高い。また、男性はすべての項

目で「知っている」が「知らなかった」を上回

っている。一方で女性は、避妊への協力、働き

に行かせない、外出や電話を細かくチェックす

る、の項目で「知らなかった」が「知っている」

を上回っている。 

 男性のほうが、ドメスティック・バイオレン

スについての認識が高い。 

74.6

63.9

48.0

46.5

4.3

13.6

24.0

37.0

25.7

39.9

40.8

8.7

11.8

12.1

13.0

12.4

12.1

12.7

87.0

61.8

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）殴る、蹴る、物を投げつける(n=346)

（２）殴るそぶりや物を投げるそぶりをして脅す
(n=346)

（３）「誰に食わせてもらっているんだ」などと言う
(n=346)

（４）避妊に協力しない(n=346)

（５）生活費を渡さない(n=346)

（６）働きに行かせない(n=346)

（７）外出や電話を細かくチェックする(n=346)

ＤＶだと知っている ＤＶだと知らなかった 無回答

＜男性＞
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（３）家庭での男女共同参画 

・家事の分担は、分担が望ましいと考える「家族の世話・介護」、「育児・しつけ」で分担が進んでいる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.2

4.6

3.9

2.9

22.1

2.8

20.8

8.7

13.2

0.8

2.5

1.1

49.6

17.0

67.0

57.9

68.0

28.5

6.0

19.8

8.4

11.0

12.6

6.9

14.0

15.3

35.8

12.8

15.9

32.0

38.2

20.8

12.1

28.8

0.3

0.1

0.4

3.8

0.7

2.5

11.5

13.2

11.2

2.8

4.4

7.2

4.1

3.2

6.9

6.0

4.4

2.4

6.2

8.1

2.9

0.1

0.1

14.3

4.6

5.6

9.7

10.8

4.4

6.3

5.2

10.0

10.3

9.3

6.2

6.2

56.6

19.2

37.8

58.4

9.6

58.7

52.5

26.5

1.1

0.1

1.8

0.1

3.9

0.1

0.4

7.2

11.5

13.6

8.7

6.7

5.5

9.4

1.1

2.5

6.9

2.0

8.1

8.6

3.5

0.1

0.1

0.1

1.3

2.0

2.9

3.7

2.9

3.1

2.1

2.9

2.8

3.2

4.2

4.1

3.9

3.4

3.4

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）食事の準備（n=712）

（２）食事の後かたづけ（n=719）

（３）掃除（n=720）

（４）洗濯（n=715）

（５）ゴミ出し（n=715）

（６）日常の買い物（n=715）

（７）高額な商品の購入（n=696）

（８）家計の管理（n=713）

（９）預貯金などの管理（n=712）

（１０）育児・しつけ（n=601）

（１１）子どもの教育方針（n=593）

（１２）家族の世話・介護（n=580）

（１３）家具等の修理（n=684）

（１４）地域活動への参加（n=685）

主に夫の役割

主に妻の役割

自分と配偶者で分担

主に自分と配偶者以外の家族
（男性）の役割
主に自分と配偶者以外の家族
（女性）の役割
家族全員で分担

家族以外の人

特に決まっていない

36.7

40.3

13.4

29.8

17.1

15.8

10.4

51.3

44.4

6.7

37.6

9.6

15.9

29.8

37.5

11.9

32.3

14.7

7.8

8.8

8.8

23.1

10.5

60.8

25.1

41.6

44.2

15.3

27.2

20.5

13.9

11.6

47.4

42.8

55.8

4.0

9.5

21.9

33.0

15.4

10.0

55.1

46.1

65.1

43.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事の準備

食事の後かたづけ

掃除

洗濯

ゴミ出し

日常の買い物

高額な商品の購入

家計の管理

預貯金などの管理

育児・しつけ

子どもの教育方針

家族の世話・介護

家具等の修理

地域活動への参加

無回答

全体(n=779)

男性(n=346)

女性(n=421)

 家事の中で「夫婦で分担」あるいは「家族で分担」が望ましいと思う項目を問う質問（右図）に対し、「家族の世話・介

護」が最も高く、次いで「育児・しつけ」、「子どもの教育方針」の順となっており、保育や介護に関しては家族で分担する

のが望ましいと考えている。また、回答者の家庭の中で、家事が誰の役割かを問う質問の回答（左図）から、実際に夫婦ま

たは家族で分担している割合が比較的高い項目が上位に挙がっている。 

 女性の回答者が男性の回答者より、分担が望ましいと回答する割合が高い項目は、「育児・しつけ」、「子どもの教育方針」、

「家族の世話・介護」、「家具等の修理」、「地域活動への参加」などであり、実際に夫婦または家族で分担している割合が比

較的高い項目が挙がっている。 

○家事の役割分担 ○役割分担が望ましい家事 
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・育児・介護休業の取得意向は男性、女性とも強いが、男性は取りたくても取れる環境にないと感じている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27.5

22.5

31.8

23.9

23.1

7.7

11.3

5.0

29.5

17.8

12.2

9.2

14.7

2.8

1.7

3.624.2

23.2

1.7

2.3

1.9

0.3

0.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=779)

男性(n=346)

女性(n=421)

積極的に取りたい
どちらかというと取りたい
どちらとも言えない
取りたいが、取れる環境にない
どちらかというと取りたくない
取りたくない
仕事をしていないので取る機会がない
無回答

 育児や介護を行うために育児休業や介護休

業を取ることについての考えを問う質問に対

し、男性も女性も大半の回答者が「取りたい」

と回答しているが、男性には「取りたいが取れ

る環境にない」との認識が女性と比較して強

い。 
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（４）仕事での男女共同参画 

・仕事へ従事している割合は女性では低い水準にとどまる。 

 
 
 
 
 
 

・職場では、「幹部職員への採用」「昇進・昇格」で男女格差が根強く残っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

79.5

58.2

30.4

19.9

39.2

1.8

0.6

2.6

67.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=779)

男性(n=346)

女性(n=421)

仕事をしている 仕事をしていない 無回答

3.6

2.7

2.8

6.3

9.8

9.5

40.0

37.7

41.1

43.0

41.1

30.7

28.6

53.8

63.4

57.8

57.4

16.5

21.8

11.9

16.1

22.2

22.3

5.5

7.2

10.8

5.7

8.1

12.9

15.7

2.8

16.3

13.4

19.3

19.3

19.5

18.8

15.5

14.6

19.1

10.2

9.8

10.4

12.5

13.1

12.9

13.6

13.8

13.3

13.1

13.1

1.1

0.6

0.8

0.4

0.4

0.4

0.9

1.1

6.4

0.6

1.3

3.2

0.6

1.5

1.9

1.5

0.9

9.7

16.1

1.9

1.3

1.5

8.0

4.5

15.9

17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）募集や採用(n=528)

（２）職務内容(n=528)

（３）賃金(n=528)

（４）上司との関係(n=528)

（５）人事考課・評価(n=528)

（６）昇進・昇格(n=528)

（７）幹部職員への採用(n=528)

（８）教育訓練・研修(n=528)

（９）福利厚生(n=528)

（１０）有給休暇の取得(n=528)

（１１）退職・解雇(n=528)

女性のほうが非常に優遇されている

どちらかと言えば女性のほうが優遇されている

平等になっている

どちらかと言えば男性のほうが優遇されている

男性のほうが非常に優遇されている

どちらとも言えない

無回答

 現在、何らかの仕事をしているかとの質問に対し、

回答者の約7割が「仕事をしている」と回答している。 
 男女別にみると、男性は8割近い回答者が仕事をし

ている一方で、女性は6割弱に留まっており、男性と

女性の間に差がある。  

 現在仕事をしている回答者に対する、職場での男女

の扱いについての質問に対し、男性・女性どちらかが

優遇されている傾向が強いのは「幹部職員への採用」、

「昇進・昇格」で、男性優遇の傾向がみられる。  
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（５）男女とも健康に安心して暮らせる社会 
 

・ドメスティック・バイオレンスの被害に遭った回答者が約 1割。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5.1

15.4

8.1

84.1

2.4

1.9

4.6

1.2

18.8

9.5

85.3

2.1

3.8

8.3

4.9

2.6

83.2

6.4

11.6

8.4

4.0

2.6

2.4

11.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

暴力を受けたことがある

暴力をふるったことがある

身近に暴力を受けた当事者がいる

身近な人から相談を受けたことがある

テレビや新聞などで問題になっていることは知って
いる

見聞きしたことはなく、初めて知った

その他

無回答

全体(n=779)

男性(n=346)

女性(n=421)

 ドメスティック・バイオレンスを経験した

り、身近で見聞きしたりあるかという質問に対

し、受けたことがあるとの回答が、女性で１割

を超えている。また、身近に暴力を受けた当事

者がいるとの回答も、全体で15％を超えてい

る。 

潜在的な被害者も含めると15％以上の市民が

ドメスティック・バイオレンスに関係があった

と推察される。 
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男女共同参画社会の推進に対する市民意識 

・男女共同参画の取り組みは市民の間で重要視されていない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 -0.5 0.5

-5.0 0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

消防・防災

消費者保護の取り組み

公害対策

ごみ処理・リサイクル

下水道の整備

市街地整備

公共交通の整備

自然環境保全

高齢者福祉

健康づくりへの取り組み

医療体制

幼児教育

社会教育・文化的活動を行う機会

青少年の健全育成

文化遺産の保存や活用

商業の振興

農業の振興

行政の情報を知る機会

男女共同参画の取り組み

市役所の窓口サービス

市の財政運営

満足度平均 重要度割合

 平成18年に実施した「下野市総合計画

策定に係る市民アンケート」調査では、

これまでの市の取り組みに対する満足

度を５段階評価で、今後力を入れてほし

い行政施策（＝重要度）を、全41項目か

ら３つ以内で選択してもらった。 

調査結果をみると、「男女共同参画の取

り組み」に対する満足度平均は低い。一

方で、重要度と考える市民の割合は低

く、全項目の中で最下位である。 

したがって、満足度、関心度とも低く、

早急に改善してほしいと考える市民は

少数にとどまっているといえる。 

 満足度平均は、「満足」「やや満足」「普通」

「やや不満」「不満」のそれぞれに10点、5点、

0点、－5点、－10点を与え、加重平均してい

る。 

 重要度割合は回答者全体に対して、その項

目を選択した回答者の割合を示している。 

参考資料 


